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DHAと魚の高摂取が進行性の AMDに及ぼす影響 
 

 

はじめに 

会の高齢化が進む先進諸国では、目の病気をはじめと

した加齢性疾患に対する懸念が高まりつつあります。世

界保健機関（WHO）が発表しているファクトシートによると、視

覚機能に深刻な障害を引き起す加齢黄斑変性（age-related 

macular degeneration; AMDあるいはARMD）は、地球規模で

は白内障、緑内障に次いで三番目に多い失明原因とされてい

ますが、70 歳より上の人口が増加の一途をたどる先進国にお

いては、AMD が中途失明の主たる原因となっています 1。 

 

 

AMD についてもう一度 

MD は慢性で痛みを伴わない症状で、中心視覚と鋭敏

な視力の両方をつかさどる「黄斑」と呼ばれる小さな領域

を障害します。網膜の中央に位置するこの黄斑部の働きによっ

て（図 1）、私たちは良好な視力を維持したり、色の識別を行っ

たりすることができます。 

図1. 眼の横断面の模式図 

 

AMD は最初は物の歪みとして自覚されるかもしれません。ま

た、急な視力低下も多く認められます。症状が黄斑部に限局

していれば、視野の見えない部分は中心部だけですが、網膜

剥離や大きな出血が起こると、周辺視野を残しつつもさらに広

い範囲で見えにくくなる場合があります 2-4。 

脈絡膜新生血管形成あるいは地図状萎縮を認める進行

性のAMDは、初めは片眼だけに影響を及ぼしますが、多くの場

合、数ヵ月あるいは数年後にもう片方の眼も障害し、最終的に

法定上の失明である法的盲を引き起します 5。 

 

加齢性眼疾患に関する大規模な介入研究から 

001 年、高用量のビタミン E、C、β -カロテン、亜鉛のサプ

リメントが AMD の進行と視野欠損に及ぼす影響を調査す

るために、米国の 11 の施設で実施された大規模な無作為化

二重盲検プラセボ対照比較試験、AREDS（Age-Related Eye 

Disease Study）の結果が国際的眼科学術誌の Archives of 

Ophthalmology に発表されました 6。 

AMD の中等度リスクにある人、あるいは片眼に進行性の

AMD を認める人は、喫煙のような禁忌が存在しない限りにおい

て、この研究で進行性の AMD の発生を 25%予防することが明

らかにされたサプリメントの摂取を考慮することが推奨されて、そ

の処方はビタミン C、ビタミン E、β -カロテン、亜鉛から構成され

ていました 6,7。 

 

ADRES: 魚摂取に関する最新の報告から 

録時60歳から 80歳までのAREDS参加者4,519人を

対象に、食物摂取頻度調査票を用いて習慣的な栄

養素の摂取量について調査を行いました 8。 

調査した食事由来の脂質の摂取量、あるいはω -3 長鎖多

価不飽和脂肪酸（LCPUFA）を豊富に含む食品の消費量ごと

に参加者を五つのグループに分け、進行性の新生血管型

AMD（NV AMD）との関連性について比較を行ったところ、次の

ようなことが明らかになりました。 

食事由来ω -3 LCPUFA の摂取量が最も高いグループは、

最も低いグループと比べてNV AMDの罹患リスクが 39%低いこと

が明らかになりました（オッズ比［OR］: 0.61; 95%信頼区間［CI］: 

0.41～0.90）。  

さらに、ω -3 LCPUFA の一つである DHA の摂取量が最も

高いグループは、最も低いグループと比べてNV AMD罹患リスク

が 46%低いことが明らかになりました（OR: 0.54; 95％ CI: 0.36

～0.80）。また食品では、魚全体、煮魚・焼魚で NV AMD と逆

の関連が認められました（それぞれ、OR: 0.61; 95％ CI: 0.37～

1.00、OR: 0.65; 95％ CI: 0.45～0.93）。 

しかしながら、ω -6 LCPUFA の一つであるアラキドン酸の摂

取量増加については、54%のNV AMD罹患リスク上昇との関連

性が明らかにされ（OR: 1.54; 95％ CI: 1.04～2.29）、食事から

摂取するω -3 系とω -6 系のバランスと組成を熟慮することの

重要性が指摘されました。 

これらの結果から研究者は、ω -3 LCPUFA や魚の高摂取

には、進行性の新生血管型AMDの罹患リスク低下と関連して

いる可能性があると結論付けました。 

 

おわりに 

煙、アルコールの過剰摂取、長時間の日光曝露、身体

的・心的ストレスのような考えられる危険因子の低減に

努める一方、ω -3/ω -6 比に関連して、伝統的な日本食に

含まれる食品の頻繁な摂取を心がけたり、それが難しい場合は、

適切な栄養補助食品の助けを借りるなどして、AMDをはじめと

した加齢に伴う健康問題と取り組むことは、これまでに報告され

た研究結果にかんがみても意義のあることであると考えられるの

ではないでしょうか。 
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